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連 載

新
屋
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
　
０
１
後
編

サ
イ

日
本
代
表
選
手
で
、主
将
も
務
め
た

藤

島

信

雄

⑤

サ
ッ
カ
ー
の
プ
ロ
化
に
消
極
的
で
、
Ｈ
５

年
の
シ
ー
ズ
ン
限
り
で
廃
部
と
な
っ
た
。

現
役
時
代
、
世

界
的
な
名
選
手
た

ち
と
の
試
合
も
経

験
し
た
。
Ｓ
５０
年

に
は

「サ
ツ
カ
ー

の
皇
帝
」
ベ
ッ
ケ

ン
バ
ウ
ア
ー

（西

独
）
と
、
Ｓ
５２
年

に
は

「
サ
ツ
カ
ー

の
王
様
」

ペ
レ

（ブ
ラ
ジ
ル
）
と

の
対
戦
で
あ
る
。

生
涯
忘
れ
え
ぬ
体

験
で
あ
ろ
う
。

藤
島
は
会
社
を
辞
め
、
指
導
者
の
道

へ
。

神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
所
属
し
な
が

ら
横
須
賀
高
の
コ
ー
チ
を
し
、
富
山
県
の

Ｙ
Ｋ
Ｋ
監
督
と
し
て
Ｈ
ｌｌ
年
に
は
Ｊ
Ｆ
Ｌ

昇
格
を
果
た
し
た
。
Ｈ
ｌ８
年

コ
バ
ル
ト
ー

レ
女
川
の
監
督
を
務
め
る
な
ど
日
本
サ
ッ

カ
ー
界
の
底
辺
を
支
え
る
仕
事
を
し
て
き

た

。Ｈ
ｌ８
年
に

発
表
さ
れ
た

「
日
本
代
表

１

９

７

０

年

代
ベ
ス
ト
ーー
」

で
Ｍ
Ｆ
は
真
っ

先
に
藤
島
が

選
ば
れ
た
。

選
者
か
ら

「藤
島
は
、
最
初
は
相
手

エ
ー

，
ス
に
食
ら
い
つ
く
だ
け
の
Ｍ
Ｆ
だ

っ
た
が
、

次
第
に
技
量
を
伸
ば
し
、

７０
年
代
末
に
は

守
備

か
ら
ゲ
ー
ム
メ
ー
ク
、
そ
し

て

シ
ュ
ー
ト
ま
で
こ
な
す
近
代
的
な
Ｍ
Ｆ
に

成
長
し
た
。
前
史
に
は
い
な
か

っ
た
近
代

的
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
だ
」
と
絶
賛
さ
れ
た
。

一
男

一
女
を
授
か

っ
て
い
た
が
、

１１
年

前
に
妻
に
先
立
た
れ
、
現
在
は
横
浜
市
で

一
人
住
ま
い
。
埼
玉
県
の
昌
平
中

・
高
校

サ
ッ
カ
ー
部
チ
ー
ム
デ
イ
レ
ク
タ
ー
と
し

て
指
導
し
て
い
る

息
子

・
崇
之
は
、

当
時
無
名
だ

つ
た

こ
の
昌
平
高
校
の

教
諭

・
サ
ッ
カ
ー

部
監
督
と
し
て
全

国
大
会
ベ
ス
ト
４

に
導
き
、　
一
躍
名

を
上
げ
た
。
当
然

「
父
親
は
あ
の
藤

島
か
Ｈ
」
と
「親
子
鷹
」
と
し
て
、
再
び
脚

光
を
浴
び
て
い
る
。

「東
北
で
は
過
疎
化
が
進
み
、
学
校
単

独
で
チ
ー
ム
を
作
れ
ず
、
能
力
が
あ
り
な

が
ら
サ
ッ
カ
ー
を
諦
め
る
子
も
多

い
。
中

に
は
ス
ポ
ー
ツ
そ
の
も
の
を
止
め
て
し
ま

う
子
も
い
て
、
こ
れ
は
勿
体
な
い
。
自
分

は
そ
う

い
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ず
ら

と

サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で
い
け
る
、
夢
を
諦

め
な
く
て
い
い
環
境
を
作
り
た
い
」
と
語

る
藤
島
は
、
現
役
時
代
と
変
わ
ら
ず
、

黙
々
と
走
り
続
け
て
い
る
。
新
屋
の
こ
と

も
忘
れ
て
は
い
な
い
。
還
暦
も
古
稀
も
日

吉
神
社
で
お
祓
い
を
受
け
て
い
る
。

（
の
ば
こ
や
ま
）

Ｓ

５１
年

、

モ
ン
ト

リ
オ
ー

ル
オ
リ

ン

ピ

ッ
ク
予
選
で
も
敗
れ
、
監
督
が
代
わ
り
、

西
ド
イ
ツ

ヘ
２
ヵ
月

も
の
長
期

遠
征
を
行

っ
た
が
、

途
中
で
藤

島
が
キ
ャ
プ
テ
ン
を
任
さ
れ
た
。
し
か
し
、

釜
本
の
引
退
も
あ
り
、
全
日
本
チ
ー
ム
は

ス
ト
ラ
イ
カ
ー
不
在
の
ま
ま
低
迷
す
る
。

藤
島
を
中
心
に
守
備
面
で
は
そ
れ
な
り
の

戦
い
が
で
き
た
が
、
点
を
挙
げ
な
け
れ
ば

勝

つ
こ
と
は
で
き
な
い
。

Ｓ
５４
年
が
選
手
生
活
の
転
機
と
な
る
。

ム
ル
デ
カ
大
会
出
発
前
に
左
頬
を
骨
折
。

帰
国
し
て
迎
え
た
日
本
リ
ー
グ
の
後
期
初

戦
で
、
今
度
は
左
膝
前
の
靭
帯
が
切
れ
た
。

当
時
膝
の
靭
帯
を
切

っ
て
第

一
線
に
カ
ム

バ
ッ
ク
し
た
選
手
は
い
な
か

つ
た
。
チ
ー

ム
ド
ク
タ
ー
も

「治

っ
て
も
選
手
は
難
し

い
」
と
言
う
。
ギ
ブ
ス
が
取
れ
る
と
足
が

女
性
の
よ
う
に
細
く
な

っ
て
、
ボ
ー
ル
を

蹴

っ
て
も
全
く
飛
ば
な
い
。

そ
こ
か
ら
凄
ま
じ
い
リ
ハ
ビ
リ
を
積
み

重
ね
た
と
思
う
が
、
尋
ね
て
も
静
か
に
笑

顔
を
浮
か
べ
る
だ
け
だ

っ
た
と
い
う
。
リ

ハ
ビ
リ
の
間
、
日
本
銅
管
は
２
部
に
陥
落

し
て
い
た
。

Ｓ
５５
年
４
月
、
日
本
リ
ー
グ
第
２
節
か

ら
復
帰
。
左
足
は
元
の
状
態
に
戻
っ
た
訳

で
は
な
く
、
藤
島
は

「も
う
３０
歳
で
代
表

復
帰
は
無
理
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
は
会
社

の
た
め
に
全
力
で
戦
お
う
」
と
気
持
ち
を

切
り
替
え
て
い
た
。
藤
島
の
復
帰
後
―
日

本
鋼
管
は
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
、
Ｊ
Ｓ
Ｌ

カ
ッ
プ
で
優
勝
。
翌
５６
年
は
２
部
優
勝
で

１
部
復
帰
を
決
め
、

５７
年
元
日
に
は
決
勝

で
読
売
ク
ラ
ブ
に
勝

っ
て
天
皇
杯
制
覇
。

現
役
時
代
の
最
も
思
い
出
深
い
試
合
は

こ
の
元
日
の
天
皇
杯
決
勝
戦
だ
と
い
う
。

大
怪
我
か
ら
復
帰
し
優
勝
し
た
試
合
で
、

サ
ッ
カ
ー
雑
誌
の
表
紙
に
も
な
っ
た
。
優

勝
杯
を
両
手
で
掲
げ
る
藤
島
の
会
心
の
笑

顔
が
、
喜
び
を
雄
弁
に
表
わ
し
て
い
る
。

Ｓ
６０
年
、
コ
ー
チ
兼
任
と
な
り
、
出
場

機
会
が
な
い
ま
ま
引
退
。

３５
歳
に
な
っ
て

い
た
。
Ｊ
Ｓ
Ｌ
で
は
昭
和
４６

・
５１

・
５２

・

５３
年
に
ベ
ス
ト
ーー
。
１
部
通
算
２００
試
合
に

、

出
場
し
３０
得
点
を
記
録
し
て
い
る
。

会
社
の
仕
事
に
復
帰
す
る
選
択
肢
も

あ
っ
た
が
、
サ
ッ
カ
ー
に
携
わ
り
た
い
と

コ
ー
チ
の
勉
強
を
始
め
た
。
日
本
鋼
管
は

M F (ミ ドフ イ ル ダ )

ト
・サ カ フ イ ノレ ドの中間に位置 るポジション。

卜を打って得点
攻守ともに重要な役割を持つ。
を挙げるなど重要な役割を持つ。

F し、 り

に ト シ り (こ

《 解 説 》

たえ抑を相手の攻撃クを相手のMす

ル シドはΠ寺た送 っをヾススアの味方
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